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わが国では、 都市化の進展によ る 自然の保水力の低下、 気候変動によ る 降雨量の増加によ
り 、 最近 10 年間をみる と 、 全国市町村の約 98％で土砂・ 水害の被害が発生し ていま す。（ ※

「 市町村のための水害対応の手引き （ 内閣府）」）  
ま た、時間 50 ㎜を超える 降雨はこ の半世紀の間に約 1.5 倍に増加し 、今や 100 年に 1 度

の降雨が毎年のよ う に全国各地で発生し ていま す。（ ※全国の 1 時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数（ 気

象庁））  
星崎学区では、 平成 29 年（ 2017） に名古屋市で初めて「 地区防災計画（ 地震編）」 を 作

成し 、 様々な防災対策を 進めてき ま し たが、 策定から 8 年が経過し 、 近年の災害の激甚化、
高齢化の進展など 社会情勢の変化など によ り 新たな課題も 生じ てき ま し た。  

そう し たこ と を 踏ま え、 新たに「 地区防災計画（ 風水害編）」 を 作成し 、 改めて、 地震、 風
水害に対する 住民一人ひと り の意識を高め、地域が一体と なっ て本気の防災を 進めていき ま
す。  

私たちの地区は、 南に天白川を配し 、 笠寺台地の南西に広がる 低平地に位置し 、 こ れま で
伊勢湾台風（ 昭和 34 年） や東海豪雨（ 平成 12 年） など 、 多く の風水害被害に遭っ てき ま
し た。  

こ う し た被害から 幾度と なく 立ち直り 、 発展を 重ねながら 現在のま ちをつく り 、 守り 続け
てこ ら れたのは、 ひと えに地域ぐ る みの協力体制があったから です。  

こ の星崎学区は、 姻戚関係が多く 学区住民が皆知り 合いと いう 風潮があり ま し た。  
現在では、 こ の人間関係の結びつき がやや弱く なっ てき ている と はいえ、 他の地域に比べ

れば人と 人の結びつき はま だま だ強いのが星崎の特徴だと 思いま す。  
 
私たちのま ちを 守り 続け、 次の時代に確実につなげる ためにも う 一度、 過去の災害を教訓

と し て『 星崎から 一人の犠牲者も 出さ ない』 決意を 明ら かにし 、 地区の皆が“と も に学び、 と
も に考え、 そし て明る く 楽し く 前向き に、 と も に支え合う こ と ができ る 地域ま ちづく り ”を
進めていき ま す。  

 
本計画では、 こ の目標を 達成する ために、 組の単位や向こ う 三軒両隣が顔の見える 関係づ

く り に力を 入れ、日頃の挨拶（ あいさ つ） から 始め、誰も が気軽に集ま る 環境を 築く こ と で、
災害時の要配慮者の見守り 、 安否確認、 避難行動支援も 確実に実行でき る よ う 街じ ゅ う を 活
動の場と し て位置づけていき ま す。  

星崎では、 運動会や各種行事を 通じ て住民ど う し のコ ミ ュ ニケーショ ンづく り を 進めてき
ま し た。 ま た、 町内ご と に集ま っ て災害時にど う 生き 延びていく かの議論（ 災害図上訓練）
を 行っ ていま すが、こ のよ う な取組みも『 防災』 を 切り 口と する こ と で、事業所、小中学生、
ボラ ンティ ア、 福祉関係者など 地域のあら ゆる 主体が、 共通の課題と し て認識し 、 それぞれ
が役割を果たす「 地域協働体意識」 が芽生えてき ていま す。  

計画の策定に当たっては、 こ う し た取組みも ぜひ盛り 込んでいき たいと 思いま す。  
 
こ う し て地域の皆で考え、 つく り 上げた計画である こ と で地域の誇り と なり 、 地区の防災

力を高め、 最適な地域コ ミ ュ ニティ を 育み、 地域のこ と は地域で解決でき る 強く て、 優し い
星崎地域ま ちづく り と なる と 確信し ていま す。
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星崎学区の全域及びその周辺を対象範囲と し ま す。  
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南区の土地は、 今から 約６ 万年前の温暖期には熱田海であっ たと いわれていま す。 そのと き に

海底に堆積物が沈殿し 、 約４ 万年前の氷期（ 寒冷期） の海面低下によ っ て台地が陸化し たのが笠

寺台地で、 その台地も 天白川、 山崎川の浸食によ り 、 現在は、 南北 3.3 ㎞東西 1.5 ㎞標高 10ｍ

前後の楔形（ く さ びがた） をし ていま す。  

台地には、 約１ 万年前（ 旧石器時代） に人が住み始めま し たが、 縄文時代から 弥生時代にか

けて、台地の周り は海に囲ま れ孤島と なっ ていま し た。その状況は、ちょ う ど 伊勢湾台風（ 昭

和 34 年） 時の最高浸水域と 同じ 海水面であっ たと いわれていま す。  

星崎の地名は、 平安時代の記録にあり 、「 古（ いにし ） へ 天津みかほし  此地の崎に影向

く  此故 星崎と 號（ よ ） ぶ」 と 、 台地の突端で星がよ く 見えたこ と 。 ま た、 星崎は安土桃

山時代頃から 塩田が盛んで、 昼夜関係ない作業の中、 流れ星など を 目にする 機会が多かっ た

と 考えら れていま す。  
注 星崎には、 寛永 9 年（ 1632 年） に隕石が落下し 、 喚續（ よ びつぎ） 神社に寄進さ れ、 御神体と さ れ

ていま す（「 南野隕石」 と 命名）  

 
江戸時代になる と 、 新田の開発が盛んになり 江戸末期の頃ま で新田と し て現在の学区が形

成さ れていき ま し た。 当時の新田開発は干拓が主で、 星崎の辺り は砂と 礫で構成さ れた標高
1.0ｍ～2.0ｍの低湿地で、 笠寺台地や天白川の南の大高に比べ水害には脆弱な状態と なっ て

いま す。  
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
土地条件図（ 国土地理院 昭和 41 年版）  
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次の図から も 分かる よ う に、 江戸時代以降昭和の時代ま で学区の大部分は水田と し て使用さ れ

ている こ と が分かり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

学区の大部分は、 海抜（ 標高） 1.0ｍ前後の地形で、 学区の南西部（ 上浜） は 0.5ｍ前後と 低

く 、 東部に行く ほど ゆっ く り と 高く なり 1.5ｍ前後のと こ ろがあり ま す。  

ま た、 学区の東部を北西から 南東にかけて国道 1 号線、 西部の国道 23 号線に挟ま れる よ う に

立地し 、 北部には名古屋都市高速道路 3 号線と 交通量の多い幹線道路が通過し 災害時には激し い

渋滞が予測さ れま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 参考） 名古屋港の潮位（ TP: 標高）  

     平均水面       0.01ｍ 

     朔望平均満潮位    1.20ｍ 

     伊勢湾台風最高潮位  3.90ｍ 

航空写真(昭和 45 年)に地形分類図を重ね合わせた図 干拓等の変遷（ 地区防災カルテ）  

標高図（ デジタ ル標高図）・ 断面図（ 岸壁～大慶橋付近）  

海抜 0ｍ地帯と は、 朔望平均満潮位（ 大潮の平均潮位: 名古屋
港の場合 TP1.20ｍ）） よ り も 低い地域のこ と をいう 。  

名古屋港基準面（ NP０ ｍ） から は 2.61ｍ高い。  
伊勢湾台風時最高潮位は、 TP3.90ｍでし た。  



 

7  

 

2 0 2 6  Ho sh iza k i 

ま た、 学区の南部には天白川と 扇川が沿う よ う に流下し 、 北部には大江川と 河川にも 囲ま れて

おり 、 河川氾濫に加え、 津波や高潮の遡上リ ス ク にも 注意を 要する 地形です 
 

 

上図のよ う に、 明治ま では東部の一部に住家が集ま る 農村地帯で、 住家は天白川の堆積砂（ 砂

州） で周囲よ り 小高いと こ ろに密集し ていま す。 ま た、 水田に引水する ための水路が張り 巡ら せ

ている こ と が分かり ま す。  

戦後の高度成長 期（ 昭和 30 年～） の南部工業地帯の拡大と と も に、 水田の維持が難し く な

り 、 多く の市営住宅やその周辺の宅地化が進んでいき ま し た。  
 
 
 

〈 災害履歴〉  

注 内閣府資料などをも と に作成。 主な被害等の状況欄の（   ） の数値は、 名古屋市内の数値 

 
 
 

年月日 災害 主な被害等の状況 

1891 年 10 月 28 日 

（ 明治 24 年）  

濃尾地震 M8.0 死者 7,273 人（ 181 人）  

全壊家屋 142,177 戸（ 1,914 戸）  

1944 年 12 月７ 日 

（ 昭和 19 年）  

昭和東南海地震 M7.9 死者 1,230 人（ 121 人）  

全壊家屋 26,130 戸（ 863 戸）  

1945 年 1 月 13 日 

（ 昭和 20 年）  

三河地震 M6.8 死者 2,306 人（ 8 人）  

全壊家屋 7,221 戸（ 72 戸）  

1959 年 9 月 26 日 

（ 昭和 34 年）  

伊勢湾台風 最大瞬間風速 45.7m ／s（ 名古屋地方気象台）  

上陸時の中心気圧 929.5hPa（ 潮岬付近）  

最大潮位 NP＋5.31m （ 名古屋港）  

死者・ 行方不明 5,098 人（ 1,851 人）  

全壊家屋 35,125 戸（ 6,166 戸）  

2000 年 9 月 11 日 

（ 平成 12 年）  

東海豪雨 死者 10 人（ 4 人） 全壊家屋 31 棟（ 4 棟）  

床上浸水 22,894 棟（ 9,818 棟）  

最大 1 時間降水量 97.0 ㎜／h（ 名古屋地方気象台）  

最大日雨量 428.0m ㎜／h（ 名古屋地方気象台）  

最大 24 時間降水量 534.5 ㎜／h（ 名古屋地方気象台）  

地形図(国土地理院 明治24 年版) 都市計画総括図（ 愛知県 令和3 年度版) 
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〈 浸水実績図（ 星崎学区）〉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 過去の雨量観測データ （ 名古屋市）〉                    単位: ㎜ 

区 観測所 

平成12 年9 月11 日～12 日 

東海豪雨 

平成20 年8 月28 日～29 日 

平成20 年8 月末豪雨 

平成21 年10 月8 日 

台風18 号 

60 分最大雨量 総雨量 60 分最大雨量 総雨量 60 分最大雨量 日雨量 

南区 
南土木事務所 99.5 513 .0 70.5 203.0 76.5 106.5 

柴田水処理センター 92.5 477 .5 47.0 183.5 35.0 55 .0 

緑区 下塩田 101.5 590 .0 53.5 173.5 84.5 110.0 

最大値  
105.5 

（ 緑土木事務所）  
647.0 

(緑土木事務所) 
113 .0 

(北土木事務所) 
269.5 

(中土木事務所) 
98.5 

(鳴海水処理ｾﾝﾀー ) 
126.5 

(鳴海水処理ｾﾝﾀー ) 

注 名古屋市総合排水計画（ 令和元年） では、 市が管理する 治水施設整備の目標と し て、 2019 年度から おお

むね 30 年間において、①63 ㎜／時間降雨に対し て浸水被害をおおむね解消 ➁100 ㎜／h 降雨に対し て床

上浸水をおおむね解消する と し ていま す。  

浸水実績図（ 名古屋市）  
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南区の災害履歴を 鑑みる と 、 昭和 34 年（ 1959） の伊勢湾台風を 忘れる こ と はでき ま せん。  

当時、 死者、 行方不明者合わせて 5,098 人の犠牲者をも たら し た未曽有の高潮被害は、 日本

の災害史上最悪の風水害と なり ま し た。  

 

こ の伊勢湾台風から 令和 6 年（ 2024） で 65 年が経過し 、 貴重な経験と 教訓を 次世代に確実

につないでいく ために、 伊勢湾台風当時、 その場に居合わせた人たちがと っ た行動を伺い、 明ら

かになっ た命を守る 行動を 残すべき 教訓と し て、 その記録を 残す取組み（ エス ノ グラ フ フ ィ ー）

を 作成する こ と と し ま し た。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 エス ノ グラ フィ ーと は】  

も と は文化人類学の分野での研究手法の一つで、 異国、 異文化の生活様式やその根底にある 価値観を

理解する ために、 現地で生活をと も にし ながら 調査する 手法です。  

今回は、 伊勢湾台風当時、 その場に居合わせた人たちがと った行動を伺い、 その方々がと った行動か

ら 将来に残すべき 教訓や知恵を明ら かにし ま し た。  

市道鳴尾線（ 右下に見える バス 停は「 鳴尾町」）  

久野氏ご提供『 鳴尾第一部落の懐かし き 風景』 から  

星崎学区連絡協議会 Facebook（ 動画）  
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星崎のま ちは、 常に河川や海から 水の影響を受けながら 形成さ れてき た歴史があり 、 低地でか

つ水はけの良く ない地域です。  

こ う し た星崎学区は、 恵ま れた自然環境の下で、 歴史ある 、 豊かで、 比較的開かれたま ちであ

る 一方で、 河川洪水、 高潮、 津波のほか、 軟弱な地盤での液状化、 揺れの増幅など 様々な災害リ

ス ク が潜在し ている 地域です。  

 
 〈 アンケート 調査〉  

こ う し たこ と を 踏ま え、 令和 5 年に学区住民を

対象に、防災意識調査（ アンケート ） を実施し ま し

た。  

 

調査期間 令和 5 年 8 月 12 日～9 月 8 日 

調査方法 学区の町内会加入の 1,676 世帯に対

し 、 調査票を 配布回収 

回収率  66 .7％ 

 

 

心配に思う 災害を 尋ねたと こ ろ 地震の次に天白

川等の河川洪水を あげた人が７ 割近く と 高いこ と

が分かり ま し た。  

 
 過去に発生し た主な水害の経験数については、
全体で半数以上（ 55.0％） が「 経験がない」 と 回
答し ていま す。  
 学区の人口の約８ ％（ 約 500 人） が、 毎年転出
し ており 、 災害から 10 年経過する と ほと んど が入
れ替わる 計算になる こ と を 考える と 、過去の教訓を
いかに引き 継いでいく こ と が重要である と いう こ
と がいえま す。  
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 〈 能登半島地震を 題材と し た災害時に発生する 課題〉  
 

令和 6 年１ 月１ 日に発生し た能登半島地震において起こ った出来事を 学び、 災害時にど のよ う

なリ ス ク （ 起こ っ てはなら ない事態） があり 、 ど う いった対策（ 地域で行う 備え） をと る べき か

を ワ ーク ショ ッ プ形式で、 皆さ んで考え発表し たも のを、 テキス ト マイ ニング手法を使い取り ま

と めま し た。  

 
～「 起こ ってはなら ない事態と 今でき る 備え」 を 議論し た結果（ DIG）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ 起こ っ てはなら ない事態］  

［ 地域で行う 備え（ 対策）］  

【 テキス ト マイ ニングと は】  

会議やワ ーク ショ ッ プなど で自由な形式で発言、 記述さ れた文章を言語処理技術によ り 、 単語や文節に

分別し て、 その出現頻度や相関関係から 特徴的な傾向を探し 出す手法のこ と です 
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地区の災害リ ス ク （ 自主防災会によ る 令和６ 年度 DIG 実施結果から ）  
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区  分 星崎学区 南区 名古屋市 

面積（ ㎢）  1.993 ㎢ 18.46 ㎢ 326.46 ㎢ 

世帯数（ 世帯）  2,658 世帯 63,261 世帯 1,162 ,340 世帯 

人口（ 人）  5,997 人 149,975 人 2,322 ,143 人 

人口密度（ 人／ha）  30.1 70.9 71 .1 

公園等面積率（ ％）  5.66 5 .13 7.97 

住宅用地率（ ％）  18.80 32.06 31.66 

工業用地率（ ％）  31.17 10.87 4.39 

令和６ 年学区別生活環境調査（ 面積、 世帯数、 人口は、 令和６ 年４ 月 1 日現在）  

 
〈 年代別人口の推移 国勢調査から 〉  

 星崎学区の人口は、南区 18 学区のう ち 14
番目、 人口密度では 18 番目です。 ま た、 住
宅用地は低く 、 こ の地域の特性が、 広大な工
業地帯と 住宅地が混在し たま ちであ る こ と
がう かがえま す。  
 
 人口の推移については、 星崎学区が笠寺学
区から 分離独立（ 昭和 42 年度） し た以降、
昭和 50 年から 平成 12 年ま では減少し 、 そ
の後は、 令和 2 年にかけて増加し ていま す。
南区全体では昭和 55 年以降現在ま で減少が
続いて いる こ と 比し て異なっ た傾向を と っ
ていま す。  
 

 年代別にみる と 、 年少人口（ 0～14 歳） が減少する 傾向にある 一方、 老年人口（ 65 歳以上） は、
一貫し て増加し ていま す。 し かし 、 その傾向も 、 平成 17 年以降の宅地化の進展によ る 人口の増加が
みら れ、高齢化率はわずかながら 低下傾向にあり 、名古屋市全体や南区の傾向と は異なった傾向と な
っていま す。  
 
〈 高齢化率の推移〉  
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〈 町内会推計加入率の推移〉  

 
 町内会加入率（ 推計） は、 こ こ 10 年ほど で、 約
16％減少し ており 、市、区全体の傾向と 比べ、よ り
大き く 減少し ている 。  
 
 災害時には、日頃から の隣近隣所の顔の見える 関
係づく り が重要な点である こ と を 考える と 、 今後、
ど う いっ た取組みを 進めていく こ と が良いのかを
考えていく こ と が大切と いえま す。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

〈 星崎学区のリ ス ク （ レ ーダーチャ ート ）（ 令和 7 年 3 月 31 日）〉  
 

 値 
５ 段階 

（ リ スク度）  

高齢化率 25.8％ ４  

震度 ７  ５  

津波浸水深 1.0～3.0 未満 ４  

火災延焼 
危険性 

100～500 棟未満 ２  

洪水・ 内水 
高潮浸水深 

5.0ｍ以上 ０  

土砂災害 警戒区域なし ０  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名古屋市地区防災カルテから  
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〈 学区にある 地名の由来（ 参考）〉  

地名の由来と なっ たも と は、全国にたく さ んあり ま すが、いずれも 諸説あり 、確実に特定する こ
と は難し いです。 日本の地名の多く は、 土地の形状、 特産物、 植物のほか、 藩の名や神社、 城と い
った建物、 住んでいた人の職業など 、 様々なこ と に由来し ていま す。  

それぞれの土地で、いく つも の説がある こ と が多く 、その土地の状況、歴史や過去の災害など と
合わせて調べていく 必要があり ま す。  

ま た、 星崎学区は６ ページの図（ 明治 24 年地形図） のと おり 、 明治時代ま でほと んど が水田
のため、 由来と なる よ う に地名は多く あり ま せんが、 東部を 中心と し て成り 立ちを 感じ さ せる 地
名があり ま す。  
 

町名等 由来など 

荒井（ あら い）  諸説ある が、 天白川と 扇川を掘り 分ける と き に、 新し い井（ 川の水を汲み取る 場所）

を設けたこ と から 付けら れたと いわれる  

ま た、 こ の地は、 2 つ河川の合流地点でも あり 、 堤防損壊、 氾濫が発生し て「 あら わ

れる 」 と いう こ と も 考えら れる  

奈良時代に住んでいた人の名前と いう 説も ある  

阿原（ あはら ）  「 阿原」 は「 あし き 原、 葦原（ あし はら ） など」 が短縮し たと 考えら れる  

古く には、 天白川がこ の辺り で蛇行し 、 氾濫する と 本地、 南野、 荒井、 牛毛が大き な

被害を受けたこ と から 堤防（ 阿原堤） が築かれ、 約 2.4～2.7ｍほど嵩上げさ れた 

牛毛（ う し け）  海潮池（ う みし おいけ） の訳、 それが転化し て「 う し け」 と なった 

ま た「 う し 」 は「 憂し 」 地（ 不安定な土地） の意味でよ く 使われる  

天白川の堤防上に「 牛毛神社」 がある が、 こ の地は、 幾度と なく 大災害と 改修を繰り

返し 、 その都度、 神社も 遷座し 現在の位置に定着し たのは、 天明（ 1781 年代） 頃と

いわれている  

上浜（ かみはま ）  「 上（ かみ）」 は、「 噛む」 につう じ 、 削ら れてなく なる 、 と いう 意味で使われていた 

江戸時代に津波で堤防が決壊し たと いう 記録がある  

鳴尾（ なる お）  古く から 「 なる をの浜」 と 呼ばれていた 

「 成る 」 は平ら に成る 、「 お（ を）」 は端、 先端の意味で、 河口付近に堆積し 形成さ れ

た扇状地を「 鳴尾」 と 呼んでいたと さ れる  

ま た、「 尾」 は山裾の伸びたと こ ろによ く 使われる こ と から 、 緑区の鳴海あたり 丘陵

から 西に伸びた裾に位置する こ と から 「 鳴尾」 と なったと も 考えら れる  

名古屋弁で「 なる い」 は「 緩やか、 まろやか」 の意味で使われており 、 傾斜が緩いと

いう 意味から ついた地名の可能性も ある  

星崎（ ほし ざき ）  星崎の地名は、 平安時代の記録に「 古へ 天津みかほし  此地の崎に影向く  此故 

星崎と よ ぶ」 と あり 、笠寺台地の先端にあり 、星がよ く 見えたこ と やこ の辺り は塩田

が盛んで、昼夜関係ない作業の中で、流れ星などを目にする 機会が多かったと も 考え

ら れる  

ちょ う ど、星宮社辺り で、星の影が水に映る 岬であったこ と から 呼ばれたと いう 説も

ある  

星崎の地名は、 港区の大江破砕場辺り にも 同町名と し て存在し ている  

参考 日本の地名に漢字二文字が多いのは、 奈良時代（ 和銅 6 年（ 713）） に「 諸国郡郷の名を好字に改める

（ 諸国郡郷名著好字令）」 が発出さ れたこ と で、漢字二字、良い意味の地名に改名さ れたこ と によ る と さ れ

る  
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はじ めに 
防災活動には、 平常時の備えと 災害時の活動があり 、 そのと き のフ ェ ーズ（ 段階） に応

じ て、 各個人、 地域の活動組織、 行政など 様々な主体がお互いに連携し 、 それぞれの役割
を確実に実施し ていく こ と が重要です。  

そのためには、 活動を 行う 全ての人が日頃から 「 顔の見える 関係」 を つく っ ている こ と
がと ても 重要です。  

星崎学区でも 、 それぞれの主体が互いに理解し 、 協力し 合う 体制づく り を 主眼に置いて
取り 組んでいき ま す。  

 

平常時 発災直前 初動期( ～2 4 時間)  災害時( ～7 2 時間)  復旧・ 復興期 

  活動体制の整備 

  連絡体制の整備 

  地域特性の把握 

  避難場所の確認 

  防災マッ プの作成 

  要配慮者把握・ 支援 

（ 助け合いの仕組みづくり）  

  防災訓練 

  安否確認方法の徹底 

  食料等の備蓄 

  関係団体と の交流 

  防災人材育成 

  防災知識の普及 

  気象情報の確認 

  情報収集伝達 

  連絡体制の確認 

  自主防災会立上げ 

  状況把握(巡回) 

  要配慮者支援 

  避難行動判断 

  率先避難 

  身の安全の確保 

  負傷者の保護 

  安否確認 

  住民間の助け合い 
(一時集合場所集合) 

  対応組織の構築 
(災害救助地区本部) 

  被害状況確認報告 

  避難所施設安全確認 

  避難所開設 

  区本部との連絡 

  避難誘導 

  要配慮者支援 

  自主防災活動 

  被害状況確認報告 

  避難所運営 

  避難所環境改善 

  在宅避難者把握 

  要配慮者支援 

  情報発信 

  ボランティ アの受入 

  被災者支援 

  地域ｺﾐｭﾆﾃｨの維持 

  復旧まちづく り  

その他 消防団、 各種地域団体、 地域協力支援事業所、 ボラ ンティ アなど と の連携 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域の防災リ ーダー初動シート （ 名古屋市） から  
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〈 自主防災会の活動～風水害の場合〉  

  現地本部は、 あら かじ め定めた公園、 空地（ ただし 、 荒天の場合は屋内（ 公民館等） も 検討
する ） に設置 

  現地本部における 活動時間は、 次のいずれかに該当する 最も 早い時間ま でと し 、 任務途中で
あっ ても 直ちに安全な場所に避難し ま す。  

1 )  避難指示が発令さ れたと き  
2 )  天白川が危険水位に到達し たと き  
3 )  暴風警報発表から ５ 時間を経過し たと き  
4 )  伊勢湾・ 三河湾に高潮警報発表から ５ 時間を 経過し たと き  

  自主防災会長 は、 現地本部を 立ち上げ、 初動体制を 整えたのち副会長 など に引継ぎ、 災害救
助地区本部（ 星崎小学校） に参集し ま す。  

 
〈 災害救助地区本部の活動～風水害の場合〉  

  各現地本部から の情報（ 被害、 避難の状況など ） を 取り ま と め、 区本部に報告し 、 引き 続き
被害状況（ 人的、 家屋被害） を 把握し ま す。  

  避難所の開設を 行ったら 、 避難者の中から 避難所運営組織を立ち上げま す。  
  被害の情報（ 床上、 床下浸水、 避難者数） は、 区本部によ る 災害救助法の適用の判断要素と
なる こ と から 、 精細さ よ り 迅速さ が求めら れま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 避難所の開設時期】  

  市内で震度５ 強以上の地震が発生し たと き  

  避難情報が発令さ れた場合、 災害が発生し 、 ある いは発生する おそれがある と き  

  避難者が発生し たと き  

  その他地区本部長が要請し たと き  

地域の防災リ ーダー初動シート  

（ 名古屋市） から  
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1 . 各世帯に対し て、 星崎学区の災害ハザード マッ プと 各世帯で行う べき 行動指針（ わが家のマ
イ ・ タ イ ムラ イ ン） の手引き を 作成し 、 配付し ま す。  

2 . 星崎学区連絡協議会のＳ Ｎ Ｓ （ Facebook） を 活用し て、 時宜に応じ た防災情報を 発信、 啓発
し ま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・ 学区連絡協議会 3 名（ 会長 ・ 副会長 ・ 会計）  

・ 消防団長 他 3 名 

・ 民生・ 児童委員協議会長  

・ 有識者（ 三重大学大学院 川口 淳教授）  

・ 事業推進支援（ あいち・ なごや強靱化共創センタ ー）  

・（ 協力） 南区役所、 南消防署、 南区社会福祉協議会）  

コ ア会議 

・ 学区連絡協議会 3 名（ 会長 ・ 副会長 ・ 会計）  

・ 自主防災会 各班長 3 名以上（ 11 自主防災会）  

・ 各種団体長  

・ 消防団（ 団長 、 副団長 他）  

・ 民生・ 児童委員協議会 

防災安心ま ちづく り 委員会 

（ 地区防災計画策定員会）  

連携 

（ 進め方の検討、 活動の支援）  

（ 計画策定に向けたＷＳ 、 実践活動）  

https://facebook.com /hosh izakigakku 

https://facebook.com/hoshizakigakku
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3 . 防災に関する 各種取組みを 通じ て、 防災意識の普及啓発を 進めま す。  

ＤＩ Ｇ（ 災害図上訓練）   町内会を単位に地域の地図を見ながら 、 グループごと に災害発生時の状況

に対し 、 被害やその対応策について、 参加者全員で話し 合い、 その内容を発

表、 共有する こ と で様々な意見や考え方を参考に、 防災行動についてよ り 深

く 考える ト レ ーニング 

地域密着型訓練  町内会を単位に災害発生時の対応（ 現地本部設置、 安否確認、 救出救護な

ど） を実地に訓練する こ と で、 自分達の地域に即し た行動要領を身に付ける

ト レ ーニング 

防災フェスティ バル  防災について、 競技形式を取り 入れて体験する こ と で、 楽し く 学ぶと と も

に、 参加者相互の交流（ 顔の見える 関係づく り ） を促し 、 地域の連帯感を高

める 取組み 

防災講習会  防災知識、 防災情報、 避難などの知識を身に付け、 日頃の備えや災害時の

行動要領を座学形式で学ぶこ と で自助力を高める 取組み 

エス ノ グラ フィ ー 

（ 災害教訓伝承記）  

 実際の災害の体験者から 、 当時の判断や行動を伺い、 将来に残すべき 知恵

や教訓を明ら かにし 、 啓発する 取組み 

 星崎学区では、「 伊勢湾台風」 について調査し た 

防災ま ち歩き   地区内を歩いて回り 、 土地の形状のほか、 災害のリ スク 、 防災に役立つ施

設、 設備などを実地に確認し 、 参加者で共有する こ と で災害時に安全に行動

でき る こ と を目指す 

学区防災訓練  災害時の応急対策、 避難行動等を実際に体験する こ と で、 いざと いう と き

に備える ト レ ーニング 

 

 

 

 

取組状況 

ワ ーク ショ ッ プ 防災講習会 

防災フ ェ ス ティ バル 防災フ ェ ス ティ バル 
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1 . 避難する 際の住民の基本的な事項 

近年、 激甚化する 災害に対し ては、 堤防・ 砂防施設など 既存の防災施設など のハード 対策や行
政によ る 防災体制の整備等のソ フ ト 対策には限界がある こ と を 認識し 、 住民一人ひと り が「 自
ら の命は自ら が守る 」 と いう 意識を 持ち、 自ら の判断で主体的な避難行動を と る こ と が重要で
す。 そのために留意すべき 事項を 示し ま す。  
『 避難情報に関する ガイ ド ラ イ ン（ 内閣府・ 令和 4 年 9 月更新）』 を参考に作成 

 
① 日常生活において自ら が居る 場所（ 自宅・ 会社・ 施設等） の災害リ ス ク を 把握し 、 災害種

別ごと に立退き 避難が必要な場所なのか、 上階への移動等で命に危険が及ぶ可能性がなく
なる のかについて、 あら かじ め確認する こ と で、 災害時にと る べき 行動を判断する こ と 。  

② 予定する 避難経路が安全である かを確認し 、 河川の氾濫や道路冠水によ り 足元が浸水で見
えにく く なり 、 道路の側溝や蓋が外れたマンホール等に落下する 場合がある こ と から 、 平
時において、 安全な避難経路を 検討する 必要がある 。  

③  避難行動については、 家族や地域等と 共有し 、 災害時には可能な範囲で声を 掛け合っ て
避難する こ と 。  

④ 夜間や暴風時の立退き 避難は危険を伴う こ と から 、 夜間に災害の状況が悪化する 見込みが
ある 場合は 明る いう ちから 避難する こ と 、 ま た、 暴風が予想さ れる 場合は、 昼夜を問わず
暴風が吹き 始める 前に避難を完了さ せる こ と 。  

⑤ 災害は、 想定を 上回る こ と も 考慮し て、 自宅が避難の対象地区外にあっ ても 、 危険だと 感
じ れば、 自主的かつ速やかに避難行動をと る こ と 。  

⑥ 自動車によ る 避難は、 移動中に洪水等に見舞われる こ と や渋滞の発生が起こ る こ と を 考慮
し ておく こ と 。 ま た、 やむを 得ず車中泊を する 場合は浸水等の災害リ ス ク を 避ける ほか、
エコ ノ ミ ーク ラ ス 症候群等にも 注意する こ と 。  

⑦ 行政から の避難情報や防災気象情報のほか水位情報等のリ アルタ イ ム情報等を 自ら 確認
し 、 適時的確に避難する こ と 。  

 
2 . 避難行動の目的 

「 避難」 と は難を逃れる こ と で、 数分から 数時間後に起こ る かも し れない自然災害から 「 生命
又は身体を 保護する ための行動」 です。  
日頃から 、「 災害ごと に、 自宅等の周り で命を脅かすリ ス ク （ 災害） の確認」「 ど のよ う な避難

行動（ 避難先、 避難経路・ 手段、 家族等と の連絡手段等） をと る のか」「 ど のタ イ ミ ングで避難
行動を と る のか」 について、 家族、 近所で話し 合っ ておく と と も に、 実際に歩いてみる こ と が
大切です。  

 
  「 避難情報に関する ガイ ド ラ イ ン（ 内閣府 令和 4 年 9 月更新）」 から  
 
  ～「 家族みんなで、 マイ ・ タ イ ムラ イ ン（ 参考資料 09-9）」 を 作っ てみよ う !  
 
 
 
 
 
 
 



 

22  

 

2 0 2 6  Ho sh iza k i 

 

分 類 内  容 警戒レベル 避難先( 例)  

立退き 避難 自宅、 施設等にいては命が脅かすお

それがある 場合に、 その場を離れ災害

リ ス ク のある 区域等の外側など安全な

場所に移動する こ と  

警戒レベル 3 

（ 高齢者等避難）  

警戒レベル 4 

（ 避難指示）  

指定緊急避難場所 

安全な親戚、 知人宅、

ホテル等 

屋内安全確保 

( 垂直避難)  

自宅、 施設等の浸水想定等によ って

は、 上階への移動や高層階に留ま る こ

と によ り 、 身の安全を確保する こ と が

可能な場合にと る 行動 

※電気、 水道等が使用できなく なるおそれがある 

警戒レベル 3 

（ 高齢者等避難）  

警戒レベル 4 

（ 避難指示）  

自宅、 施設等 

緊急安全確保 災害が発生又は切迫し 、 指定緊急避

難場所等への立退き 避難ができ ない場

合に（ 立退き 避難を止め）、 命の危険か

ら 身を守る ため、 少し でも 安全な場所

に移動する こ と  

※あく までも 、 最終的な次善の行動である  

警戒レベル 5 

（ 緊急安全確保）  

自宅、 施設等で少し で

も 浸水し にく い、 又は

がけから 離れた部屋、

近く の堅牢な建物等 
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「 リ ード タ イ ム」 と は、指定緊急避難場所等への立退き 避難に要する 時間のこ と 。リ ード タ

イ ムを 確保する こ と が、 安全な避難につながり ま す。  
気象庁のホームページの「 キキク ル」 によ る 「 赤色（ 警戒レ ベル 3）」 から 「 紫色（ 警戒レ

ベル 4）」 の表示が出現する ま での時間を表し ていま す。  

大雨警報（ 浸水害）  
・ 表面雨量指数を基準と し て発表さ れ、 1 時間先に基準指数に到達 

する と 予測さ れる 場合 

大雨警報（ 土砂災害）  
（ 土砂災害警戒情報）  

・ 1 時間雨量と 土壌雨量指数の実況値で、 2 時間先に基準指数に到 
達する と 予測さ れる 場合  

洪水警報 
（ 洪水予報河川: 天白川）  

・ 流域雨量指数を基準と し て発表さ れ、 3 時間先に警報基準指数に
到達する と 予測さ れる 場合 

洪水警報 
（ 上記以外の河川）  

・ 流域雨量指数の実況値又は 3 時間先ま での予測値で発表さ れ、
いずれかの数値が基準値に達する 場合 

暴風警報 ・ 暴風警報の発表後 3 ～6 時間後に暴風のおそれがある 場合  

高潮警報 
・ 暴風が吹き 始めて立退き が困難になる こ と も 考慮し 、 暴風が吹き  

始める 3～6 時間前又は潮位が警戒基準に達する と 予想さ れる 3
～6 時間前 

記録的短時間大雨情報 
・ すでに降ったと き 又は解析し たと き に 1 時間雨量（ 約 100 ㎜以 

上） と し て発表さ れる  
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避難所 学区人口（ 人）  収容人員（ 人）  飲料水（ ℓ ）  毛布（ 枚）  

星崎小学校 

5 ,991  

1 57  7 56  5 00  

星崎学区公民館 26  1 56  1 00  

星崎コ ミ セン 44  1 56  1 00  

注 1 数値は、 令和 7 年 4 月 1 日現在 

2 収容人員は、 3.5 ㎡／人で積算し ていま す。（ 収容人員総数は、 学区人口の 3.8％相当）  

 
 

避難所 
災害用ト イ レ  その他の 

防災用資器材 
下水直結 
（ 基）  

く み取り  
（ 基）  

簡易パック 
（ 個分）  

簡易洋式便座 
（ 個）  

星崎小学校 1  2  3 ,6 00  1 7  地下式給水栓、間仕切り、発電機、投光器等 

星崎学区公民館 1  2  1 ,2 00  ―  

星崎コ ミ セン  1  2  1 ,2 00  ―  
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近年、 全国で多発する 風水害被害に鑑み、 当地区でも 伊勢湾台風被害や天白川氾濫のリ ス
ク に対し 、『 一人の犠牲者も 出さ ない』 ために、 星崎学区でも 風水害対策の強化を 図る た
め、 令和 5 年度から 風水害に備えた地区防災計画の策定を進めてき ま し た。  

こ れま で次の取組みを実施し てき ま し た。  

時 期 項 目 主な取組等 成果等 

令和 5 年度    

6 月 17 日 知識 勉強会（ 地区の歴史・ 風水害対策）   

8～9 月 意識調査 住民アンケート 調査 アンケート 結果 

8 月 教訓調査 伊勢湾台風教訓調査（ ｴｽﾉｸﾞ ﾗﾌｨ ）ー  記録誌、 映像(DVD)作成 

8 月 19 日 DIG 
ま ちの状況・ 防災資源、  

災害リ ス ク の共有、 風水害時の行動 

 

10 月 21 日 WS 避難行動等タ イ ムラ イ ンの作成  

12 月 3 日 訓練、 講話 学区防災訓練、 避難時の留意事項  

12 月 16 日 WS 避難に関する 現況と 課題  
    

令和 6 年度    

4 月 27 日 ﾄ ｸーｾｯｼｮﾝ 能登半島地震消防隊活動報告会  

5 月 25 日 講習等 
地区防災計画の経過確認 

防災意識尺度、 防災力チェ ッ ク  

 

6～11 月 DIG 能登半島地震を題材と し た課題の抽出 テキス ト マイ ニング 

7 月 6 日 情報発信 SNS の活用し た情報発信 Facebook 構築 

7 月 27 日 知識 地区防災計画事例と 作成のポイ ント   

9 月 28 日 WS 台風接近時の地区の行動要領の作成  

10 月 20 日 ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ ﾙ 防災を楽しく 学んで身につけるイベント （ 競技型）   

11 月 16 日 WS 
地区の防災の目標設定と 対策の検討 

（ 地区防災計画の骨格づく り ）  
WS 結果 

12 月 1 日 訓練 学区防災訓練、 避難所の実態調査  

1 月 25 日 講習・ WS 地区防災計画の骨格確認、 対策検討  

3 月 29 日 WS 
災害時要配慮者の支援策の検討 

（ 助け合いの仕組みづく り ）  

 

    
令和 7 年度    

5 月 24 日 WS 助け合いの仕組みづく り 取組手法の検討  

6 月 21 日 知識 地区防災カルテ、 自主防災活動の確認  

7 月 11 日 意見交換会 町内会と 民生・ 児童委員意見交換会  

7 月 26 日 WS 
タ イ ムラ イ ンを活用し た助け合いの仕組

みづく り 活動要領の検討 

活動タイムラ イン（ 風水害編）  

9 月 27 日 WS 学区防災ま ちづく り 基本方針の検討  

10 月 27 日 ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ ﾙ 防災を楽しく 学んで身につけるイベント （ 体験型）   

12 月 7 日 訓練 学区防災訓練（ 安否確認、 要配慮者声掛け）   

1 月 24 日 WS 要配慮者支援活動の検証、 地区防災計画（ 案）   

3 月 28 日  地区防災計画（ 風水害編） 策定 地区防災計画（ 風水害編）  
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こ れま での議論を踏ま え、 地区の防災力強化のために「 やる べき こ と 」 を抽出し 、 地区と
し て取り 組んでいく 事項を設定し ま し た。  

№ みなさ んの意見 取組む事項・ 内容 

1 

  組単位での訓練が必要 

  自主防災会の活動マニュアル（ 代理順位） の作成 

  災害時の行動要領の周知徹底 

  防災訓練の参加者・ 回数を増やす 

  日頃から 町内で勉強会を実施する  

  町内で人と 関わる 機会をつく る  

  町内会と 消防団と の連携強化 

  誰も が防災グッ ズを備えておく  

  町内で備えておく べき 防災資機材・ 用品の配置 

地域密着型訓練の充実 

  DIG、 座学、 実地訓練などのメ ニューの充実 

  誰もが参加したく なる内容 

  自主防災活動マニュアルの作成 

2 

  要配慮者の把握・ 安否確認の実施 

  要配慮者名簿の作成 

  高齢者世帯への情報伝達方法の検討 

  要配慮者の防災力向上 

  町内で人と 関わる 機会を作る （ 1 の再掲）  

  要配慮者の避難場所（ 先） の確保と 周知 

助け合いの仕組みづく り の推進 
  時系列マニュ アルの作成 

  DIG の実施 

  民生委員と の連携強化 

  個別支援計画の作成 

3 

  町内会で勉強会（ 1 の再掲）  

  防災（ 災害） 情報の適切な入手 

  住民の防災力（ 自助力） の向上（ 5 の再掲）  

  誰もが防災グッ ズ（ 用品） を備える（ 1 の再掲）  

  防災訓練の参加者を増やす（ １ の再掲）  

  町内会加入者が少ない 

  学区の取組みを全住民に周知する 必要がある  

普及啓発の充実 
（ 知識の向上、 情報発信力の強化）  
  回覧板、 掲示場（ 増設） の活用 

  SNS の活用 

  防災フェ ス ティ バル 

  町内会加入メ リ ット 紹介 

4 

  防災訓練の充実 

  防災訓練実施時には達成の目標をはっきり さ せる 

  訓練実施回数の増加（ 1 の再掲）  

  要配慮者に対する 実地訓練の強化 

学区防災訓練の充実 
  テーマ（ 目標） の設定 

5 

  全ての住民によ る 避難場所の把握が必要 

  誰にも 分かる 災害時の行動要領の作成 

  住民の防災力（ 自助力） の向上（ 3 の再掲）  

  災害時の行動シミ ュ レ ーショ ンの実施 

マイ ・ タ イ ムラ イ ン作成の徹底 
  避難（ 所） 場所の確認 

6 

  避難経路の把握（ 危険個所）  

  避難経路を示す地図の作成と 配布 

  地域が保有する 防災資源が分から ない 

  避難場所の周知 

防災ま ち歩き  

7 

  学区、 町内会によ る 資機材等の配置 

  学区備蓄品（ 食品）、 資機材（ 蓄電池） の充実 

  備蓄倉庫、 備蓄品の定期的な確認、 見直し  

  個人の備蓄の促進と 地域での保管を考える  

避難所等運営マニュ アルの作成等 

8 
  地域協力支援事業所の把握、 話合い 

  住民以外（ 商業施設等） の周知共有 地域協力支援事業所と の連携強化 
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「 06  こ れま での取組み」 を踏ま え、 その進捗状況を 管理する ために、 次の項目について

達成度を設定し 、 概ね 5 年を目途に達成し ていく こ と と し 、 毎年、 その達成状況を 把握し ま
す。  

ま た、 進捗の状況に応じ た見直し を 行う と と も に、 新たに発生し た課題についても 適宜追
加変更し ていき ま す。  

№  項   目 内容（ 達成度）  

1 地域密着型訓練の実施 ・ 自主防災会単位で DIG 又は実地訓練を実施（ 年 1 回）  

・ 安否確認訓練の徹底（ 訓練手順の作成と 検証）  

・ 要配慮者の参加促進 

・ 組単位での訓練・ 勉強会の開催 

2 助け合いの仕組みづく り  ・ 要配慮者と の顔の見える 関係の構築（ 100％）  

・ 個別避難計画作成率（ 70％以上）  

・ 民生・ 児童委員と の連携の強化 

3 普及啓発の充実 

 ～自分ごと の防災対策の推進 

・ 地区の掲示板の活用（ 防災情報の発信）  

・ 掲示板等の増設（ 町内の取組み広報の充実）  

・ Facebook 登録者数 100 人 

・ 家庭の備蓄の促進 

4 学区防災訓練等の充実 ・ 防災力強化のための訓練目標の設定 

・ ぼう さ いフェ ス ティ バルの継続実施 

5 マイ ・ タ イ ムラ イ ン作成の徹底 ・ わが家のマイ ・ タ イ ムラ イ ン作成率 50％ 

6 防災ま ち歩き  ・ 地区の防災地図の作成 

7 避難所環境の整備 ・ 学区の避難所運営マニュ アルの作成 

・ 避難所環境の改善のための検討 

・ 充実する 備蓄資機材の選定と 整備計画の作成 

8 地域防災協力支援事業所と の連携強化  

 

 
  水害時の一時集合場所の確保 
  町内会加入者の増加（ 気軽に集ま る 場づく り ）  
  次世代を担う 人材育成（ ま ちの活動リ ーダーの養成）  
  地区の事前復興計画作成に向けた課題の整理と 検討 
  地区防災計画（ 地震編） の見直し  
  隣接学区と の協力連携 
  児童・ 生徒への防災教育の充実 
  高齢者の地域活動の充実 
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はじ めに 
災害発生時は多く の人がケガをし たり 、家を 失く し たり し て大き な被害を 受けま す。そう

し た苦難から 少し でも 早く 立ち直る ためには、日頃から「 お互いに助け合う 」「 お互いさ ま 」
と いう 共助の意識を持つこ と が大切です。  

災害が発生し たと き『 誰が助ける 側になり 、 誰が助けら れる 』 のかは、 起こ ってみないと
分から ないこ と から 、災害発生時には、お互いに助け合う 気持ちを 持ち、いざと いう と き 互
いが連携でき る よ う 日頃から 「 顔の見える 関係」 を つく る こ と がと ても 重要です。  

その考えで、 取組みを 行う のが「 助け合いの仕組みづく り 」 です。  
 
 

 
災害時は、 高齢者や障害のある 方、 妊産婦、 外国人など 、 自分

の力だけで避難する こ と が難し い、又はでき ない人たちに対し て
は、 周り の人が、 手を 差し 伸べら れる 仕組みづく り が必要です。 

星崎学区では、 こ う し た災害時要配慮者の中でも 特に優先的に
配慮が必要な方を 対象と し て、『 助け合いの仕組み』 と し て、 手
上げ方式によ り 町内会長 に申請書及び同意書を提出し ても ら い、
町内ごと に個別支援計画を 作成し 、支援者を 定めて災害時に安否
確認、 避難の介添えを する 取組みを始めま し た。  

こ の取組みが進むこ と で、日頃から 顔の見える 関係ができ 、日常生活の困り ごと など の情
報共有にも つながり 「 助け合い（ 支えあい） の仕組みづく り 」 につながる こ と が期待でき ま
す。  

ま た、 今後、 行政から 提供さ れる「 避難行動要支援者名簿」 によ る 取組みの進展にも 寄与
する こ と が期待でき 、 真の「 一人の犠牲者も 出さ ないま ち」 に近づいていく と 考えま す。  

 

 
災害時に特に配慮を必要と する 方を「 要配慮者（ 災害対

策基本法第８ 条第２ 項第 15 号）」 と いい、 要配慮者のう ち災
害が発生し 、 又は災害が発生する おそれがある 場合に自
ら 避難する こ と が困難な者であっ て、 その方の円滑かつ
迅速な避難の確保を 図る ため特に支援を 必要と する 方
を「 避難行動要支援者（ 災害対策基本法第 49 条の 10）」 と 呼
んでいま す。  

具体的には、 ①避難情報など の取得能力 ➁避難の必
要性や避難方法など の判断能力 ➂避難行動をと る う えで必要な身体能力 の 3 つの能力
の有無によ って判断さ れま す。  

 
星崎学区では、要配慮者の中から 自ら 支援を 望み、地域に対し て支援を希望し ていただい

た方から 「 個別支援計画」 の作成に取り 組んでき ま し た。（ 次図「 要配慮者等と は」 参照） 
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【 個別避難要支援者情報の収集・ 共有の方法】  
  地域で募る方法（ 手上げ方式）  

概要 一定の条件に該当する者から災害時の避難支援を希望し、 平常時から自主防災会、 民生委
員・ 児童委員等に個人情報を開示すること に同意する方が、 登録申請書に必要事項を記入し
町内会などに提出する方法 

長所(◎)短所（ ▲）  ◎ 行政が提供する名簿のよう に画一的な基準がなく 対象者の範囲を地域で設定できる 
◎ 行政が保有する個人情報を用いないため、 個人情報の提供に関する協定の締結等が不要 
▲ 地域の全ての要配慮者は把握できない 

  行政が保有する情報を共有する方法 

概要 行政が保有する情報を条例の定めに基づいて（ 又は個人情報保護審査会の諮問を経て）、
自主防災会、 自治会に対して当該情報の提供を行う も の（ ただし、 要配慮者本人の同意が得
られない場合は提供されない）  

長所(◎)短所(▲) ◎ 条例に根拠を置く こと で、 本人の同意がなく ても個人情報の提供が可能になる 
◎ 手上げ方式では把握できなかった配慮者の把握が可能と なる 
▲ 住民基本台帳がベースと なること から、 同居の子供と 世帯が分かれている場合も該当す

ること になる 
▲ 行政が実施すると 郵送での周知と なり 、 取組みの内容や地域と の関わり が見えにく い 

  行政が保有する情報で補完する方法(同意方式) 

概要 行政が保有する情報により 同意を得た人の情報を、 個人情報保護の協定を締結した町内会
などに提供する方法 

長所(◎)短所(▲) ◎ 手上げ方式では把握できなかった配慮者の把握が可能と なる 
▲ 住民基本台帳がベースと なること から、 同居の子供と 世帯が分かれている場合も該当す

ること になる 
▲ 行政が実施すると 郵送での周知と なり 、 取組みの内容や地域と の関わり が見えにく い 

  行政が保有する情報で補完する方式（ 逆手上げ方式）  

概要 行政が保有する情報により 対象者に通知し、 情報提供拒否の意思表示をしなかった人の情
報を、 個人情報の保護の協定を締結した町内会などに提供する方法 

長所(◎)短所(▲) ◎ 手上げ方式では把握できなかった配慮者の把握が可能と なる 
▲ 住民基本台帳がベースと なること から、 同居の子供と 世帯が分かれている場合も該当す

ること になる 
▲ 行政が実施すると 郵送での周知と なり 、 取組みの内容や地域と の関わり が見えにく い 
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 現 象 猶 予 時 間 安 全 空 間 ゼ ロ ア ワ －（ 行動限界時間）  避 難 先 

地震 

揺れ ない 
耐震建物 

固い地盤 
ない 公園、広場など 

津波 
揺れのあと  

約90 分 

堅牢な建物で浸水深以上の階数 

浸水深以上の高台 
津波到達ま での数 10 分 

津 波 避 難 ビル 

高台 

火災  
広い空間 

木造家屋密集地以外 

火災発生から 数 10 分 

( 風速、 火災現場から の距離によ っ

て異なる )  

公園、広場など 

風水害 

台風・ 高潮 数日 
堅牢な建物で浸水深以上の階数 

浸水深以上の高台 
避難指示発令から 数 10 分 

避 難 所 

高 い 建 物 

河川氾濫 1～2 時間 
堅牢な建物で浸水深以上の階数 

浸水深以上の高台 
避難指示発令から 数 10 分 

避 難 所 

高 い 建 物 

注 1 地震の揺れについては、 緊急地震速報が受信でき た場合、 数秒から 10 数秒の猶予時間がある 場合があり

ま す。  

 2  ゼロ アワ ーと は、 堤防から の越水、 決壊、 暴風など災害を起こ す要因が発生する 時刻をいい、 ゼロ アワ ー

ま でに身の安全を確保する こ と が求めら れる 時刻のこ と 。  

 
 

生活物資の確保が困難 

在宅介護・ 看護の不足 

通院の困難さ  



 

32  

 

2 0 2 6  Ho sh iza k i 

 
  個人情報と は 

特定の個人を識別する こ と のでき る 情報（ 氏名・ 生年月日・ 住所・ 家族関係・ 職業等） のこ と です。  

生年月日など、 それだけでは特定の個人が識別さ れる こ と はあり ま せんが、 氏名と 組み合わせる こ と

で特定の個人を認識でき れば個人情報にあたり ま す。 写真映像なども 個人情報になる 場合があり ま す。  

 

  個人情報を取り 扱う と き のルールを理解し ま し ょ う  

・  個人情報を取得する と き は、 使用目的を決めて本人に伝える こ と  

・  個人情報を取り 扱う 者を限定し 、 決めた目的以外のこ と には使わない 

・  個人情報を第三者に渡すと き は、 本人の同意を得る こ と  

・  健康状態や障害などの「 要配慮個人情報(※)」 は、 本人の同意を得て取得する こ と  

・  本人から の個人情報の開示や訂正等の請求には応じ る こ と  

・  「 聞き 取り 表」「 個別支援計画」 など取得し た個人情報は紛失に注意し 安全に管理する こ と  

・  不正な利益を図る 目的で個人情報を提供・ 盗用し ないこ と  

・  知り 得た個人情報は将来にわたり 正当な理由なく 他者に漏ら さ

ないこ と  

※ 個人情報のう ち、「 人種、 信条、 病歴、 犯罪の履歴、 犯

罪によ り 害を被った事実、 障害、 健康診断・ 検査の結

果、 医師等から の指導・ 診療・ 調剤が行われたこ と 、 刑

事事件・ 少年の保護事件に関する 情報等のこ と  

 
  星崎学区で実施する 「 助け合いの仕組みづく り 」 では、 あら かじ

め本人の同意を得た「 災害時要配慮者（ 新規・ 更新・ 取消） 登録

申請書」 を提出いただく ので、 その範囲内での個人情報を共有は

可能です。 ただし 、 災害のほかにも 緊急の場合など予期し ない事

態も 発生する こ と があり ま す。 次のよ う な場合には、 本人の同意

がなく ても 個人情報を第三者に提供する こ と が法律で認めら れて

いま す。（『 見守り 活動 虎の巻（ 名古屋市）』 から ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

個人情報の保護に関する 法律 27 条 1 項（ 抜粋）   

個人情報取扱事業者は、 次に掲げる 場合を 除く ほか、 あら かじ め本人の同意を得ない

で、 個人データ を 第三者に提供し てはなら ない。  

1 . 法令に基づく 場合 

2. 人の生命、 身体又は財産の保護のために必要がある 場合であって、 本人の同意を得る こ と が困

難である と き  
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助け合いの仕組みづく り (個別支援計画作成)手順書 

 

手順 1 活動体制を整える  

町内会（ 公民会） を中心と し て、 会長 、 組長 などで構成し 必要に応じ て民生委員・ 児童委員、 向こ う 三軒

両隣などと 連携する 。 支援する 者は可能な限り 複数名で対応でき 、 要配慮者が女性の場合には女性も 含めた

体制が望ま し い。  

ま た、 民生委員・ 児童委員と も 連携する こ と で、 情報共有する こ と が可能と なる 場合があり ま す。  

 

手順 2 町内への周知、 調査 

「 助け合いの仕組みづく り 」 について資料を組回覧し 、 手上げ方式によ り 希望者を把握し ま す。  

前年度にすでに手上げし ている 方についても 、 でき る 限り 戸別に訪問し て「 顔が見える 関係づく り 」 に心

掛け、 聞き 取り 表や個別支援計画を更新し ま す。  

 

手順 3 登録受付 

封書と し て組長 又は直接町内会長 に提出さ れた「 災害時要配慮者（ 新規・ 変更・ 取消） 登録申請書（ 第 1

号様式）」 の記入漏れなどを確認し ま す。  

外部団体から の「 知的障害者災害時要配慮者登録名簿」 等も 登録申請と し て受け付けま す。  

 

手順 4 訪ねてみる （ 聞き 取り 表作成）  

要配慮者が地域と 顔見知り になら なければ、 いざと いう と き に地域から の支援を受け入れる こ と はでき ま

せん。 ま ずは要配慮者のお宅を訪ね、 顔を合わせる こ と から 始めま す。 ま た、 可能なら ば、 対象者の親族の

同席を促すこ と も 大切です。  

初対面の場合、 1 対 1 の会話は緊張する も のです。 始めは複数人で対応する こ と が望ま し い。 ま た、 女性

が加わる こ と やビブス を着用する こ と で安心感につながる こ と が期待でき ま す。  

訪問では、「 事前説明書（ 第 2 号様式）」 を用い趣旨の説明、 注意事項を説明し 、「 要支援者聞き 取り 表

（ 第 3 号様式）」 の項目に基づき 可能な範囲で聞き 取り ま す。（ ※最初から 全ての項目を埋めなく ても よ く 、

互いの信頼関係が構築さ れた後に追加する こ と でも 構いま せん）  

訪問時不在の場合は、「 不在連絡票（ 第 5 号様式）」 を活用し て接触に努めま す。  

 

手順５  個別支援計画の作成 

要配慮者に対し て、 どのよ う な支援をする のか、 誰が支援する のかを決めたう えで「 個別支援計画書（ 第

4 号様式）」 を作成し 、 災害時要配慮者及び各支援者に計画書の写し を配布し 、 計画内容を周知し ま す。  

本計画書は毎年見直し する こ と と し 、 支援内容や支援者の変更がない場合は、 計画書上部に設けた「 更新

欄」 に記録し ま す。  

同一の地域に複数の要支援者がいる 場合には、 災害時の優先順位を定めておく こ と も 有効です。  

いざと いう と き のために、 誰でも 支援が可能と なる 地図を作成し ておく こ と も 有効です。  

 

手順６  一覧表作成 

作成し た「 個別支援計画」 に基づき 「 災害時要援護者・ 支援者一覧表」 を作成し 、 写し を学区会長 に提出

し ま す。  

 

手順７  避難訓練 

自主防災訓練時等に安否確認などの支援内容についての模擬訓練などを実施し ま す。（ 次ページの「 自主

防災活動タ イ ムラ イ ン（ 例）」 を参考に行いま す）  

 

手順８  各書類の保管 

提出、 作成し た「 登録申請書」「 聞き 取り 表」「 個別支援計画」 などは、 紛失に注意し 、 施錠ができ る 場所

に保管する など、 他人が容易に閲覧でき ないよ う にし ま す。  
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助け合いの仕組みづく り は、 災害時だけに効果を発揮する も のではあり ま せん。  
ま た、 常に、 密接に関わればよ いと いう も のでも あり ま せん。 日頃のあいさ つなど 、 日々

の暮ら し の中で、『 顔を 合わせる 関係』 程度の距離感で、 何気なく 互いを思いやる こ と が大
切です。  

例えば、日頃から でき る ゆる やかな見守り だけでも 、いざと いう と き にはと ても 役立つこ
と があり ま す。  

ま た、 回覧板や行事案内、 防災用品のお届けなど をき っかけに、 訪問し た時など のひと 言
が、 次の会話につながる こ と も あり ま す。  

 
地域の方の役割は、支援につながる 状況の早期発見と つなぎ役です。活動が負担になら な

い範囲で取組むと と も に、 家具の固定、 耐震診断など 必要な防災支援の紹介など 自助力向
上の支援など にも つながり ま す。  

困り ご と など がある 場合には、 区役所や社会福協議会など につないでいく こ と も 重要な
支援です。  

 
【 日常生活の中でのゆる やかな見守り 】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考: 「 見守り 活動 虎の巻（ 令和４ 年 名古屋市）」  

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_ all.pdf 

 
 

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_all.pdf
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【 異変に気づいたら ・ ・ 】  

いつも と 違う 、 何か変、 心配・ ・ 、 こ んな時は、 緊急連絡先のほか、 関係機関など に連絡、 相
談し てみま し ょ う 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考: 「 見守り 活動 虎の巻（ 令和４ 年 名古屋市）」  

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_ all.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_all.pdf
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  【 相談・ 連絡先（ 南区の場合）】  

参考: 「 見守り 活動 虎の巻（ 令和４ 年 名古屋市）」  

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_ all.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 

相談先 相談でき る こ と  

認知症コ ールセンタ ー 

（ 052-734-7089）  
平日 10:00～16:00 

・  近所の人に泥棒扱いさ れて困っている  

・  認知症の人にどう 対応し たら よ いか知り たい 

・  知人が認知症ではないかと 心配し ている  

・  その他認知症に関する 相談 

南区役所福祉課 

（ 052-823-9411）  
平日 8:45～17:15 

・  安否の確認がと れない方がいる  

・  高齢者福祉相談員のこ と を知り たい 

・  虐待が心配な方について相談し たい 

・  その他高齢者の福祉に関する こ と  

南区役所民生子ど も 課 
（ 052-823-9391）  
平日 8:45～17:15 

・  生活保護のこ と や生活保護を受けている 世帯のこ と を聞き たい 

・  子ども のいる 世帯のこ と で相談し たい 

・  民生委員のこ と について聞き たい 

南警察署 
（ 052-822-0110）  
※急を要する 場合は 1 1 0 番 

・  急を要し ないが事件や事故に発展する おそれがある こ と について相談

し たい 

・  詐欺被害を受けている  

南消防署 
（ 052-852-0119）  

※急を要する 場合は 1 1 9 番 

・  救命講習について知り たい 

・  家庭の防災、 防火対策について知り たい 

環境局事業部作業課 

（ 052-972-2288）  
平日 8:45～17:15 

・  近所にごみ屋敷があって困っている  

・  ごみ屋敷条例について知り たい 

南区南部いきいき支援センター 
（ 052-819-5050）  
平日 9:00～17:00 

・  認知症のこ と ／人の相談をし たい 

・  虐待が心配な方について相談し たい 

・  孤立し がちな人がいて心配し ている  

・  その他高齢者の健康・ 福祉・ 介護のこ と  

消費生活センタ ー 
（ 052-222-9671）  
月～土 9:00～16:15 

・  商品やサービス の契約・ 解約で困っている  

・  身に覚えのない代金を請求さ れている  

・  「 お金が返せない」 と いった多重債務相談 

仕事・ 暮ら し 自立 
サポート センタ ー（ 金山） 

（ 052-684-8131）  
平日 9:00～17:00 

・  お金のこ と で困っている 方がいる が、 どこ に相談し たら よ いか分から

ない 

・  家計の管理のこ と で困っている 方がいる  

高齢者虐待相談センタ ー 
（ 052-856-9001）  
平日 9:00～17:00 

・  高齢者の虐待のこ と について知り たい 

・  虐待が心配な方がいる  

・  介護負担が大き く 精神的なケアが必要な方のこ と で相談し たい 

障害者基幹相談支援センタ ー
（ 南区）  
（ 052-822-3001）  

・  障害のある 方の特徴や関わり 方を聞き たい 

・  障害福祉のサービス や利用手続き のこ と を聞き たい 

・  障害のある 方が生活に困っている ので相談し たい 

https://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/cmsfiles/contents/0000009/9766/toranomaki_all.pdf
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〈 自助を促す例〉  
助け合いの仕組みづく り は、何でも 支援する ではなく 、自分ででき る 対策は自分で行っ て

いただく 「 自助」 も 重要なこ と です。  
自分の命は自分で守る ためには、あら かじ め備えておく こ と が大切です。水や食料の備蓄

品の準備、 家具の固定、 耐震診断・ 改修、 家族と の連絡方法の確認など 、 命を守る ため、 避
難所で苦労し ないためにも 、 でき る 備えはご自分で行う よ う 働き かける こ と も 大切です。  

 
〈 要配慮者が備えて欲し い備蓄、 非常持出品の例〉  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 介護用加工食品の例〉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ユニバーサル・ デザイ ン・ フ ード （ 日本介護食品協議会）  

https://w w w .ud f.jp /products /index.php 

 
 
 
 
 
 
 
 

・ 予備メ ガネ、 コ ンタ ク ト レ ンズ 
・ 携帯電話（ 予備バッ テリ ー）  
・ マイ ナンバーカード （ 健康保険証）  
・ 各種手帳（ 障害、 愛護など）  
・ 介護食（ 誤嚥防止と ろみ食、 レ ト ルト 食品など）  
・ 常備・ 持病薬、 お薬手帳 
・ 着替え、 タ オル、 おむつなど 
・ 看護、 介護用品（ 介護用上履き ）  

・ 補聴器、 入れ歯 
・ 防犯ブザー、 ホイ ッ ス ル（ 緊急時の呼び出し 用）  
・ ペッ ト 用ケージ（ かご）  
 
（ 家庭内にある 便利な品）  
・ ティ ッ シュ ペーパー、 ウ ェ ッ ト ティ ッ シュ  
・ ラ ッ プ、 アルミ ホイ ル 
・ 体温計 

https://www.udf.jp/products/index.php
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〈 要配慮者に応じ た備蓄品・ チェ ッ ク リ ス ト （ 例）〉  
要配慮者の場合、皆さ んが準備する 備蓄品や非常持出品に加えて、障害など の状況に応じ

て必要なも のが異なり ま す。 次の例を 参考にし て災害に備えて普段から 準備する よ う 促し
ま し ょ う 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 入れ歯（ 入れ歯用洗浄剤）  
□ 老眼鏡（ 予備）  
□ 補聴器（ 予備の電池）  
□ 杖 
□ 軟ら かい食品（ U D フ ード ）  

(レト ルト 食品、 栄養補助ゼリ ーなど) 

□ 紙おむつ 

□ 眼鏡 
□ 白杖（ 折り たたみ式）  
□ 携帯ラ ジオ（ 予備の電池）  
□ 時計（ 音声、 触読式など）  
□ メ モ用録音機 
□ 点字器 
□ 点字の緊急連絡用メ モ 
□ 軍手（ 手を保護する ため）  
□ 笛・ ブザーなど （ 助けを呼ぶため）  
□ 運動靴 □ 補聴器（ 予備の電池）  

□ 筆談用具（ ホワイト ボード、筆記用具、メモ紙）  
□ ス マート フ ォ ン （ 文字情報入手、 予備

のバッ テリ ー・ 充電器）  
□ 笛・ ブザーなど （ 助けを呼ぶため）  
□ 電話リ レ ーサービス (平時は有料) 
□ 電話音声拡声アダプタ ー 

□ 普段服用し ている 薬 
□ お薬手帳（ 薬の説明書）  
□ 治療食・ 特別食（ 食事制限のある 方）  

□ 簡易ト イ レ  
□ 紙おむつ、 着替え  
□ 使い捨てシーツ  
□ おんぶひも （ 避難用、 担架や毛布）  
□ 杖 
□ 歩行器 
□ 補装具 
□ 電動車いす（ 予備バッ テリ ー、 充電器）  
 

□ 本人が食べら れる 食品 
□ いつも 使っている 物（ おも ちゃ、 本）  
□ かかり つけの医療機関や薬のメ モ 

（ 薬の種類や飲み方）  

□ 普段服用し ている 薬 
□ かかり つけの医療機関や薬のメ モ

（ 薬の種類や飲み方）  
 

□ 粉ミ ルク ・ 離乳食 
□ おし り ふき ・ 紙おむつ 
□ 哺乳瓶（ 消毒セッ ト ）  
□ 母子手帳 
□ 抱っこ ひも  
□ おも ちゃ 

□ 生理用品・ ガーゼ・ さ ら し  
□ 出産準備品・ 新生児用品 
□ 母子手帳 
□ 化粧品 
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第 1 号様式 

災害時要配慮者（ 新規・ 変更・ 取消） 登録申請書 
 

申請日 令和  年  月  日 
 星崎学区連絡協議会 あて 
 
 
 
 
 
 

＊ こ の情報は、 災害時の支援活動及び更新調査以外に使用する こ と はあり ま せん。  

＊ 太枠部分の情報は、 災害時の支援活動のため、 事前に上記の支援者に提供する こ と があり ま す。  

＊ 災害の規模、 大き さ などによ り 、 必ずし も 支援者が支援に伺う と は限り ま せんのでご承知願いま す。  

フ リ ガナ  

性別 男 女 
氏  名 

 

生年月日 
大正・ 昭和・ 平成・ 令和 

年   月   日（      ） 歳 
血液型 

A B 

AB O 

住  所 

(アパート ・ 部屋番

号) 

南区 

 

アパート などの名称（               ） 部屋番号（         ）  

連絡先 
自宅電話番号    （      ）  

携帯電話番号    （      ）  

申請理由 

〈 該当する 番号等に〇印をつけ、（   ） 内には具体的な内容を記載し てく ださ い〉  

1 . 65 歳以上で一人暮ら し  

2. 寝たき り 等で自力歩行が困難 

3. 心身などに障害がある  

（ a 視覚・ b 聴覚・ c 言語・ d 肢体不自由・ e 精神・ f 知的・ g 発達・ h 自閉症 

 ・ i その他（                             ））  

4. その他の障害など（                           ）  

特記事項 

（ 任意）  

〈 支援を受ける場合に、 特に知っておいて欲しいこと があれば記入してく ださい。 別紙添付でも可〉  

 

町内名（ 組）  （   組）  担当民生委員名  

家族構成・ 同居状況 

〈 記載例: 長男（ 別居: 〇〇市在住）〉  

 

緊急時の連絡先 

(あれば記入し てく ださ い) 

氏  名 続柄 電話番号(携帯電話でも 可) 

     （     ）  

   （     ）  

   

＊ 登録内容が変更にあっ た場合や、 登録の必要がなく なった場合は町内会長 にご連絡く ださ い。  

＊ 登録内容について、 登録さ れた方の情報を更新する ために災害時要配慮者台帳と の照合を 行いま す。  

＊ こ の登録申請書は、 個人情報を含みま すので、 封書にし て組長 経由又は直接町内会長 にご提出願いま す。  

＊ こ の登録申請書は、 申請理由発生時に適宜ご提出願いま す。  

 

〈 同意書〉  
私は、 災害時要配慮者登録制度（ 助け合いの仕組みづく り ） の趣旨に賛同し 、 登録する こ と を希望し ま す。 ま

た、 私が届け出た下記の個人情報を災害対応の目的で、 星崎学区連絡協議会が、 星崎学区防災安心ま ちづく り
委員会、 南区役所、 南消防署、 南区社会福祉協議会、 星崎学区民生・ 児童委員協議会、 自治会・ 町内会及び星崎
消防団（ 以下「 支援者」 と いう ） に提供する こ と を承諾し ま す。  

ま た、 登録内容に変更が生じ たと き は、 速やかに届け出し ます。  
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第２ 号様式 

年  月  日 

個別支援計画の作成等に関する 事前説明書 
「 個別支援計画」 を作成する こ と によ り 、 災害時における あなたに合った支援を行う こ と ができ ま す。  

 
  注 本取り 組みは、 星崎学区独自の取組みです。  
 

確認欄 支援開始のために訪問する と き に説明する 内容 

□ 
「 個別支援計画」 と は、 災害時に支援が必要な要配慮者（ 高齢者、 障害者等） 一人ひと り

が「 ど こ に避難する か」「 誰が支援する か」 などを記載し た計画です。  

□ 「 個別支援計画」 の作成等に同意いただければ、 あなたやあなたの家族、 身近な人と 相談

し ながら 一緒に計画を作成し ま す。  

□ 「 個別支援計画」 の作成等に当たっては、「 避難等支援者の候補者」 や「 計画の作成に関

わる 関係者」「 地域にお住ま いの方」 など に、 必要な限度であなたの個人情報を提供・ 利用

し ま す。  

□ 「 個別支援計画」 には、 あなたの「 緊急連絡先の方」 や「 支援者」 の個人情報も 記載さ れ

ま す。 こ れら の情報を あなたが計画に記載する と き には、 ①計画に情報が記載さ れる こ と

➁避難支援等に必要な限度で計画に記載さ れた情報が「 緊急連絡先の方」 や「 支援者」 の間

で共有さ れる こ と の同意を得てから 記載し てく ださ い。  

□ 災害時には「 個別支援計画」 に基づいて、 支援者があなたの支援等をお手伝いする こ と に

なり ま す。 ご家族をはじ め友人や知人、 隣近所の方、 学区、 町内会等日頃から お付き 合いの

ある 福祉事業所の方など 多く の方が支援等に関わる こ と によ り 、 支援の実効性や確実性を

高める こ と ができ ま す。  

□ 災害が発生し た時、 支援者が不在だったり 、 支援者自身が被災する こ と も 考えら れま す。 

こ の場合、計画通り にあなたの支援ができ なく なる こ と になっても 、法的な責任や義務を

負う も のではなく 、あく ま で、協力関係である こ と を相互に理解し たう えで、複数人の支援

者を確保する こ と が大切です。  

□ 災害から 身を守り 、 安全を確保する ためには、 あなた自身によ る 備えも 重要です。  

家具の固定、 家屋の耐震性の確保、 備蓄品の準備、 緊急連絡方法など日頃から 準備し てお

く こ と が最も 重要です。  

日頃から の備えについても 、 可能な限り 支援し ま すので、 ご相談く ださ い。  

□ 普段から 顔見知り の関係ができ ている と 、災害時の支援がよ り 円滑に進みま すので、地域

と のつながり 、 関係づく り にも 努めま し ょ う 。  

 
  上記の説明を受け理解し ま し た。  
 

 署名欄 
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第３ 号様式 
 
 

要支援者聞き 取り 表（ 支援組織用）（ 表）  
 
        町内会 （    ） 組 

 整理番号  

ふり がな  性別 

生年月日 

男・ 女 

大正・ 昭和・ 平成・ 令和 

（     年  月  日生）  

氏  名  

住 所 南区 電話番号（ 自宅）     （     ）  

    （ 携帯）     （     ）  

電子メ ール        ＠     （ Fax ）     （     ）  

家族構成・  

同居の状況 

 

災害時に支援を必要と する 方の状態 

 ［ 高齢要介護者（ 要介護   ）・ 一人暮ら し 高齢者・ 身体障害者（ 障害程度区分   ）  

・ 視覚障害（ 等級  ）・ 聴覚障害・ 補聴器・ 難病・ 寝たき り で自力避難困難・ その他（         ）］ 

福祉保健サービス の利用状況（ 介護保険サービス ・ かかり つけ医等）  

訪問介護・ 通所介護・ 短期入所 

福祉用具レ ンタ ル・ その他（          ）  

施設名 

緊急時の家族・ 知人等の連絡先 

ふり がな  関係 住所 電話番号 

氏 名      （    ）  

ふり がな  関係 住所  

氏 名     

避難指示等の避難情報の伝達など支援をし てく れる 方はいま すか      いる  ・  いない 

ふり がな  関係 住所 電話番号 

氏名      （    ）  

ふり がな  関係 住所 電話番号 

氏名      （    ）  

災害が発生し たと き 、 どのよ う な支援が必要ですか 

□ 安否確認（ 声掛け）  □ 避難情報等の伝達  □ 安全な場所ま での避難誘導（          ）  

□ その他（                              ）  

災害に際し 配慮を必要と する こ と は何ですか 

□ 立つこ と や歩く こ と が難し い  □ 人の声や物音が聞こ えない（ 聞こ えにく い）  

□ も のが見えない（ 見えにく い）  □ 難し い言葉や早い話がと ても 苦手 

□ 災害が起こ ったと き に、 ど う すればよ いか分から ない 

家屋の状況 階数 建築年数 耐震診断の有無 

木造・ 木造以外   階建ての  階 昭和 56 年(1981)以前 

昭和 57 年(1982)以降・ 不明 

有・ 無（ 有の場合は結果）  

(耐震診断の結果 有 ・  無 )  

持病(又は治療・ 服薬中)の病気 

 高血圧・ 高脂血症・ 糖尿病・ 心臓病・ その他（                ）・ 無 

日ごろの防災対策（ 家具固定、 耐震診断・ 改修など） について、 相談し たいこ と はある か  ある ・ ない 

（ ある 場合の具体的な内容）  

作成       年  月  日 

更新       年  月  日 

年  月  日 

年  月  日 

部外秘 
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要支援者聞き 取り 表（ 支援組織用）（ 裏）  
 
【 問診】  

1. 日常生活（ 行動） は 1 人ででき ま すか（ でき る も のに〇）  

［ 家事・ 入浴・ 着替え・ 階段の上り 下り ・（                        ）］  

2 . ご近所に日頃、 話をし たり 、 一緒に出掛ける 人はいま すか 

［ 名前・ 所在                                     ］  

3 . 避難する と き に持っていく も のはま と めてあり ま すか 

［ お薬手帳・ マイ ナンバーカード ・ 着替え・ タ オル・ 防寒（ 又は冷却） 用具・ マス ク ・ 補聴器・  

めがね・ 介護用食品（ UD マーク ）・ その他                        ）］  

4 . 避難する 先は決めていま すか 

［ 星崎小学校・ 星崎コ ミ ュ ニティ センタ ー・ 親族・ 友人知人宅・ 自宅  階・ ホテル・ 旅館 

 その他（                                      ）］  

5 . ペッ ト を飼っていますか 

［ 犬（ 種類      ）・ 猫・ 鳥（ 種類      ）・ その他（       ）］  

6 . ペッ ト のゲージ（ かご） の準備はあり ま すか      

ある ・ ない 

7. 毎年 12 月の第 1 日曜日に実施する 学区防災訓練で、 避難等の支援訓練を行いま す。  

そのと き に、 お声掛けをいたし ま すが、 参加し ま すか 

      する ・ し ない・ 今は分から ない 

注 要支援者聞き 取り 表と は、 災害発生時に要支援者の安否確認・ 情報伝達・ 避難誘導などが地域の助け合い

のも と に、 円滑に進むよ う 町内会と し てあら かじ め把握する も のです。 聞き 取り 情報は、 個別支援計画の作

成など必要に応じ て支援活動に利用し ま す。  
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第４ 号様式 

 

個別支援計画 
 

作成   年  月  町内会名  組 

 

住 所 
南区 

 
性 別 男・ 女 

ふり がな  
世帯主 

氏 名 

 

氏 名 
  

生年月日 
大・ 昭 
      年  月  日 
平・ 令 

歳 電話番号    （     ）  

緊急時の 
家族等の 
連絡先 

氏名  続柄（    ） 電話番号    （     ）  

住所  

氏名  続柄（    ）  電話番号    （     ）  

住所  

避難場所等情報 
※位置・ 経路・ 注意すべき 

事項など 

洪水（ 最大浸水    ｍ） ［          ］  

地震（ 最大震度   ６ 強） ［          ］  

高潮（ 最大浸水    ｍ） ［          ］  

津波（ 最大浸水    ｍ） ［          ］  

希望する 支援の内容（ 複数選択可能）  

□ 安否確認（ 声掛け）  

□ 避難情報等の伝達 

□ 安全な場所への避難誘導 

□ その他 

配慮が必要な事項 

□ 立つこ と や歩く こ と が難し い   □ 人の声や物音が聞こ えない（ 聞こ えにく い）  

□ も のが見えない（ 見えにく い）   □ 難し い言葉や早い話がと ても 苦手 

□ 災害が起こ ったと き に、 ど う すればよ いか分から ない 

非常持出品の確認 

□お薬手帳  □マイ ナンバーカード   □着替え  □タ オル  □防寒（ 冷却） 用具  □マス ク  

□めがね  □補聴器  □介護用食品  □その他（                      ）  

支援者 

氏名  電話番号    （     ）  

住所  

氏名  電話番号    （     ）  

住所  

氏名  電話番号    （     ）  

住所  

部外秘 

[          ]  
[          ]  

例） 直接「 声を かけ」 し て欲し い。 筆談など 「 文字」 に書いて欲し いなど 

[          ]  
例） 家族だけでは難し いため、 日中が一人になる 、 2 階に上がり たいなど 

優先度（       ）  
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第５ 号様式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

不 在 連 絡 票 

訪問し た時間 

不 在 連 絡 票（ 記載例）  

訪問し た時間 

レ  


